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電気柵を正しく設置しないと、有害鳥獣から田畑を守れませ

ん。 

今一度、電気柵の設置状況及び設置後の適切な管理を確認し

ましょう。 

 

【適正な設置について】 

点検ポイント チェック 

①  河川敷等、田畑以外に電気柵を設置していない。  

②  電気柵を設置したところには、子どもでも危険

であることがわかるように表示している。 

 

③  電気用品安全法の適用を受けている電気柵用の

電源装置を使用している。 

 

④  出力電流が制限される電気柵専用の電源装置を

使用している。 

 

⑤  使用電圧が 30Ｖ以上の電源（例：家庭用電源等）

の場合は、漏電遮断器を設置している。 

 

⑥  周辺に無線設備はない。または、あっても障害

を与えていない。 

 

⑦  アースは地中深くの常時湿っている土壌層まで

挿してある。 

 

⑧  野生動物の足裏がアスファルトの上にならない

ように電気柵を設置している。 

 

※チェック欄に１つでも×がついたら、 

至急改善の必要あり！ 
裏面へ続く 

電気柵チェックシート 



【適正な管理について】 

点検ポイント チェック 

①  田畑の周りは草刈りがされている。 

 

 

②  田畑の周りに生ゴミや収穫残さが捨てられてい

ない。 

 

③  電気柵の碍子（がいし）は、すべて田畑の外側

を向いている。 

 

④  電線は地面から適正な高さを保っている。 

例：イノシシの場合は 20㎝と 40㎝ 

 

⑤  水路、水田の水抜き溝などが不用意に開いてい

ない。 

 

⑥  支柱が抜けたり、倒れたりしていない。 

 

 

⑦  電線がゆるんだり、地面についたりしていない。  

⑧  電線に雑草がふれていない。 

 

 

⑨  「パチッ、パチッ」と音のするところはない。 

 

 

⑩  電圧は 5,000Ｖ以上保たれている。 

 

 

※チェック欄に×がついたら、改善の必要あり！ 

①～②に×があるとダメな理由 

田畑の周囲に有害鳥獣が身を隠せる茂みがあり、収穫残さ等

のエサがあれば、出没しやすい環境を与えているのも同然です。 

③～⑦に×があるとダメな理由 

簡単に侵入できる電気柵では、設置していないのも同然です。 

⑦～⑩に×があるとダメな理由 

漏電や放電をしている状態では、電圧が下がり、電気柵の効

果が十分得られません。 

 

 


